
⑶

が
始
ま
る
と
、
60
年
の
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
が
起
こ
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
宴
が
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
予
定
の
２
時
間
が
過
ぎ
て
も

終
わ
ら
な
い
の
で
１
時
間
延
長
に

な
り
ま
し
た
。

又
来
年
も
80
歳
の
記
念
に
な
る

か
ら
是
非
開
催
し
ま
し
ょ
う
と
、

全
員
一
致
で
賛
同
し
て
腰
を
伸
ば

し
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
井　
　

宏
）

◦
開
催
日　

平
成
24
年
４
月
21
日

◦
会　

場

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

◦
参
加
者　

１
２
８
名

卒
業
60
周
年
祝
賀
会
を
右
記
の

通
り
開
催
し
ま
し
た
。
司
会
は
同

窓
会
の
理
事
で
あ
る
梶
谷
喬
と
桔

梗
八
枝
子
の
両
名
が
務
め
、
氏
平

一
郎
君
の
開
会
の
挨
拶
の
あ
と
、

一
中
、
二
女
の
校
歌
斉
唱
、
物
故

者
１
２
７
名
に
対
し
て
黙
祷
を
行

い
ま
し
た
。
長
船
伸
一
君
の
音
頭

で
乾
杯
し
た
後
、
懇
親
会
に
移
り

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
遠
来
の
同

期
生
塩
飽
二
郎
君
と
吉
田
章
一
君

の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

同
ホ
テ
ル
最
上
階
で
の
二
次
会
に

も
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
梶
谷　
　

喬
）

京
浜
地
区
同
期
会

◦
開
催
日　

平
成
24
年
５
月
17
日

◦
会　

場

　

小
石
川
後
楽
園
内　
「
涵
徳
亭
」

◦
参
加
者　

43
名

　
　
　
　
　
　
（
岡
山
か
ら
１
名
）

震
災
自
粛
の
た
め
、
２
年
越
し

の
27
年
卒
京
浜
地
区
同
期
会
が
催

さ
れ
た
。

今
回
は
、男
女
共
学
と
な
っ
た
、

高
２
・
２
学
期
の
ク
ラ
ス
写
真
に

人
気
が
あ
っ
た
。
筆
箱
を
隠
さ
れ

た
女
の
子
が
写
真
を
見
て
、「
隠
し

た
の
は
、
確
か
こ
の
人
よ
」
と
何

回
も
絶
叫
し
た
の
で
、
皆
の
笑
い

を
誘
っ
た
。
隠
さ
れ
た
理
由
は
、

判
ら
な
い
が
…
。当
時
の
光
景
が
、

髣ほ
う
ふ
つ髴

と
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

小
石
川
の
後
楽
園
で
、
毎
年
、

岡
山
の
後
楽
園
を
思
い
出
し
、
戦

災
直
後
に
入
学
し
た
日
々
を
思
い

出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
石
川　

眞
一
）

二
九
会
は
岡
山
・
東
京
・
大
阪

の
３
地
区
で
随
時
に
開
催
し
て
お

り
、
い
つ
も
大
勢
の
仲
間
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
岡
山
で
は
１
月
に

神
道
山
で
の
「
喜
寿
の
会
」
に
続

き
、
４
月
１
日
に
「
母
校
散
策
と

上
野
君
の
居
合
道
を
見
る
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
集
合
後
、
昨
年

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た

正
門
及
び
石
積
・
柔
道
場
・
東
西

書
庫
等
を
見
な
が
ら
58
年
振
り
の

校
庭
を
一
周
し
ま
し
た
。

そ
の
後
剣
道
場
で
、
同
期
で
全

日
本
剣
道
連
盟
居
合
道
教
士
８

段
、
上
野
正
義
君
と
相
方
教
士
に

よ
り
居
合
道
の
演
武
を
拝
見
し
、

長
年
修
練
の
技
と
そ
の
迫
力
に
一

同
皆
息
を
の
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
近
く
の
三
光
荘
で

の
花
見
の
宴
に
移
り
賑
や
か
に
歓

談
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
植
月　

達
明
）

修
学
旅
行
と
称
し
て
年
一
回
同

窓
会
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
岡

山
・
関
東
・
関
西
の
三
地
区
持
ち

回
り
、今
年
は
岡
山
の
担
当
で
す
。

母
校
訪
問
を
し
た
後
、
牛
窓
ホ

テ
ル
リ
マ
ー
ニ
に
て
懇
親
会
。
73

名
が
集
い
ま
し
た
。

沈
む
夕
日
に
歓
声
を
あ
げ
、
久

し
ぶ
り
に
旧
交
を
温
め
、
物
忘
れ

の
多
さ
を
自
慢
し
合
い
ま
し
た
。

翌
日
は
オ
リ
ー
ブ
園
、
長
船
刀

剣
博
物
館
、
閑
谷
学
校
を
訪
ね
ま

し
た
。「
来
年
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
。

私
た
ち
は
今
年
喜
寿
で
す
。
い

つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
（
藤
田
千
鶴
子
）

最
初
に
集
合
写
真
撮
影
。
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
る
。
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
母

校
の
応
援
歌
を
流
す
こ
と
に
し

た
。
卒
業
し
て
55
年
、
同
じ
時
代

を
共
有
し
て
来
た
仲
間
達
、
新
た

な
参
加
者
４
名
を
迎
え
て
歓
談
は

絶
好
調
。
無
作
為
に
決
め
ら
れ
て

き
た
席
も
功
を
奏
し
て
か
、
会
の

目
標
『
会
話
と
親
睦
』
が
漸
く
実

を
結
び
実
現
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

最
後
は
名
指
揮
者
井
上
悳
太
氏

の
美
声
に
乗
せ
て
校
歌
斉
唱
。
来

年
の
再
会
を
約
し
て
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
横
峯　

幸
子
）

古
稀
を
過
ぎ
て
も
な
ほ
意
気
軒

昂
。
こ
の
た
び
34
卒
同
期
生
が
岡

山
県
医
師
会
長
・
副
会
長（
２
人
）

に
就
任
し
ま
し
た
。
会
長
に
は
丹

羽
国
泰
君
（
丹
羽
病
院
長
）、
副
会

長
は
山
崎
善
久
君
（
山
崎
産
婦
人

科
院
長
）、
清
水
信
義
君
（
岡
山
労

災
病
院
長
）
で
す
。
こ
の
や
う
な

こ
と
は
珍
し
く
、
お
目
出
度
い
こ

と
で
、
同
期
生
が
集
っ
て
御
祝
ひ

昭
和
二
十
七
年
卒

昭
27
年
卒
同
期
会

昭
和
二
十
九
年
卒

二

九

会

昭
和
三
十
年
卒

朝
日
三さ

ん

〇ま
る

会か
い

昭
和
三
十
二
年
卒

サ
ニ
ー
会（
関
東
）平成24年５月16日

ホテルメトロポリタン　参加者27名
平成24年５月25〜26日

牛窓ホテルリマーニ　参加者73名

平成24年４月１日
朝日高校・三光荘　参加者44名

昭
和
三
十
四
年
卒

岡
山
朝
日
一
〇
期
会平成24年４月22日

岡山シティホテル桑田町　参加者47名


